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肱川流域（水防災）緊急対応タイムラインの新たなステージに向けて 
 

（企業・住民の皆様への防災情報発信の更なる拡大） 

Ⅰ タイムライン作成の目的・・・・・ 教訓から得た課題の解消が目的 

⑴ タイムラインの策定経緯 

＜大水害における教訓（一部）＞ 

・災害は必ず起こる 

・平時からの心構えと準備が大事である 

・早めの防災行動や避難が大切 

・自治体だけでは大災害に対応できない 

・行政など防災関係機関と住民が連動した防災社会の構築が必要 

■ 知識が行動につながる(行政機関だけでなく地域・企業・個人も必要) 

 

事前防災行動計画 

(タイムライン) 

策      定 

 

 ⑵ タイムラインとは、災害時にとるべき行動をあらかじめ決めておくことです。そして「タイムライン防災」は、様々な自

然災害に対して、災害を時間軸で考え、「いつ」「誰が」「何を」を合言葉に災害に関わる機関や団体が集まって、顔の見える

関係の中で策定する防災計画です。 

 

⑶ 肱川流域タイムライン等の現状 

肱川流域タイムライン  コミュニティタイムライン  マイタイムライン 

災害時に円滑な対応ができるよう、関係

機関連携による自治体の支援方策を検討

したうえで、具体的な防災行動を計画す

る。 

 
住民が安全に避難できるよう、地

域の防災上の現状や課題を踏まえ、

コミュニティの対応方針や避難ルー

ルを計画する。 

 
災害時に住民一人ひとりが安全

を確保できるよう、家族、親戚、隣

近所の防災行動や避難支援体制を

計画する。 

策定済 

国・県・市・気象台・消防などの機関 
 

R6 新谷自治会(R7 試行) 

R7～他の自治会への作成支援 

(横展開中) 

 
H29 三善地区では避難カード作成

各地域で順次取組中（現在 23 地区で作成済） 

■住民が行動を起こすためのトリガー情報の発信（受信をプル型からプッシュ型へ）（ＮＷとの連携） 



 

2 
 

Ⅱ ＬＩＮＥのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大洲市ホームページ 

国道交通省（大洲河川国道事務所） 

ホームページ 

気象庁（キキクル） 

大洲市のキャラクター 

「うつつじ」が 

皆様のスマートフォンに 

ＬＩＮＥで送信します。 

メニューを押してね!! 


